
リヴィエ会だより （1）2022年６月30日

リヴィエ会だより

　リヴィエ会会員の皆様、いかがお過ごしで
しょうか？
　2021年度のリヴィエ会活動は諦めざるを得
ないものもありましたが、会員の皆様のご協
力と先生方のご支援を頂きながら無事に終え

る事が出来ました事、リヴィエ会役員ともども感謝致しております。
　コロナ禍が社会生活に様々な影響を及ぼし、皆様の周りにも罹患
された方や行動制限を強いられた方々がいらっしゃったかもしれま
せん。感染された方々やそのご家族、不安の中におられる方々に対
して心からお見舞い申し上げます。また、社会生活を支えるために
動き続けて下さっている方々や医療従事者の方々に心から感謝申し
上げ、一日も早い終息を願ってやみません。
　2022年度こそは感染予防対策を徹底して、多くの方に参加してい
ただけるリヴィエ会活動を開催出来ればと考えています。学院の年
間スケジュールがコロナ禍によってどのように影響されるかもまだ
分からない状況ですが、今年度もリヴィエ会としては学院の行事に

参加・協力する形で新しい活動を模索していく予定です。現在、活
動の詳細は未定ですが、決まり次第学院ホームページのリヴィエ会
ブログにお知らせ記事を載せますので、是非覗いて頂き活動にご参
加頂ければと思います。
　リヴィエ会活動に対してご意見やご要望などがありましたらお聞
かせ下さい。皆様からの貴重なご意見を役員皆で共有し、活動に反
映させていきたいと思います。今年度もリヴィエ会へのご支援・ご
協力そして活動へのご参加を賜りますようお願い申し上げます。ま
た、私たちと共にリヴィエ会役員の活動をしていただける新役員を
募集しています。一人では…と思われる方も同期・友人複数名で構
いません。子連れでの役員会参加でも構いません。役員の仕事も負
担軽減できるよう工夫をしていますので、少しでも興味関心のある
方、ご協力いただける方は是非Gmailまでご連絡のほどよろしくお
願い致します。
　リヴィエ会会員の皆様はじめ、会員のご家族・関係者の皆様が健
やかな毎日を過ごされますように、くれぐれもお身体ご自愛下さい。

ご挨拶� リヴィエ会会長　比　嘉　泰　江

　リヴィエ会の皆さまにおかれましては、い
かがお過ごしでしょうか？　新型コロナウィ
ルスが猛威を振るい、日本経済は大きな打撃
を受け、私たちの日常生活は行動制限を強い
られ、生活習慣も変わらざるを得ないこの３

年間でした。それは学校生活も同様で、学校行事の殆どが中止か縮
小を余儀なくされ、子どもたちも我慢を強いられました。ですから
一刻も早くコロナ禍が過ぎ去り、子どもたちが安心で活きいきとし
た学校生活を送ることを心から願います。
　また、2022年2月24日に開始された、ロシアによるウクライナへ
の武力侵攻が世界中に、そして私たちの心にも暗い影を落としてい
ます。ウクライナの各地では両軍が激しい戦闘を続け、大勢の市民
が国外に避難し、避難できない子ども･老人･女性を含む大勢の市民
が、ロシア軍の攻撃によって負傷し命を失っています。この惨劇に
際して、 一日も早い平和の実現を祈りたいと思います。
　さて、暗い話題が多い昨今、賢明学院にとっても卒業生の皆さん
にとっても嬉しい便りが入って参りました。今年、創立者福者マ
リー ･リヴィエが聖マリー・リヴィエになられたのです。創立者マ
リー・リヴィエは1890年教皇レオ13世によって「尊者」に指名され、
1982年5月23日に教皇ヨハネ・パウロⅡ世によって列福され「福者」
となられました。そして、それから40年を経た2022年5月15日に
教皇フランシスコによって列聖され「聖人」とされたのです。カト

リック教会では、その人物に対しての綿密な調査を行い厖大な資料
を集め、長い年月をかけて「尊者」・「福者」というプロセスを経て「聖
人」へと認定されるのです。
　勿論、「尊者」・「福者」・「聖人」は偉大さの序列ではなく、これ
らの人々が祈りの対象になるわけでもありません。しかしこれらの
人々は生涯を通して、神に対して人に対して自らを与え尽すことに
よって、神の愛を、そしてキリストの死と復活を指し示す私たちの
道標となられたのです。例えるなら、子どもの頃遊んだ「おはじき
遊び」で、遠くのおはじきを狙う時、弾こうとするおはじきと、当
てようとするおはじきの対角線上に自分の指を置き、その指を狙っ
て弾くと目標のおはじきに容易に当てることができました。私たち
が豊かな人生に向かって歩もうとするなら、聖マリー・リヴィエは
その指の役割をしてくれるのではないでしょうか。
　私たちが人生において、「自分は何のために生きるのか？」とい
う問いかけをする時、その答えを得ることは困難です。しかし「誰
のために生きるのか？」と問うなら容易に答えを得ることができる
のではないでしょうか。賢明学院で学ばれた皆さんは、多くの物を
得ることよりも、多くの物を与える方が真の幸福に至ることをよく
ご存じだと思います。
　皆さんが聖マリー・リヴィエに導かれて豊かな人生を歩まれます
ことを、心よりお祈り致しております。

聖マリー・リヴィエと共に� 理事長　髙　畠　政　行　神父
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　この４月より大原正義先生からバトンを受
け継いで賢明学院中学高等学校の校長に就任
いたしました。どうぞよろしくお願いいたし
ます。私は大学卒業後、兵庫県伊丹市の公立
中学校に採用され、理科教員として教師生活

をスタートしました。1984年に関西学院高等部によばれて以後38
年間勤め、この度縁あって賢明学院に奉職させていただくこととな
りました。同じミッションスクールではありますが、プロテスタン
トからカトリックの学校へと移って、お祈りの仕方等、様々な違い
にとまどいながらも、主イエス・キリストを仰ぐ、同じ神様の元で
働く喜びを感じています。大原先生が中心となって築いてこられた
賢明学院の教育を、創立から育んでこられた建学の精神とともに
しっかりと受けとめて、神様の御心にかなう働きをしていこうと思
います。
　折しも賢明学院は関西学院大学理系学部と提携し、新しく関西学
院大学特進サイエンスコース（以下「KGSSC」という）が創設され、
来春にはその１期生を送り出すことになります。永年の関西学院で
の経験を活かし、このシステム構築をより強固なものにしていく所
存です。新年度より既存のコースも名称を新しく「特進エグゼ」と

「特進」に改め、KGSSCと併せて賢明学院の教育を更に進化させてい

きたいと思います。
　学業やクラブ活動でも様々な成果をあげている賢明学院ですが、
キリスト教精神を土台とした教育を根幹としたカトリック校であり
続けることを最も大切にしたいです。神様が聖マリー・リヴィエを
通してこの学び舎を創り、そしてそこに皆様を集めてくださったこ
とを心から感謝します。この学び舎で、日々の「祈り」、様々な「学び」
を経験しながら学校生活を過ごし、やがて世に出て「奉仕する」ひと
を育んでいきたいと念願しています。「あなたがたは世の光である。

（マタイによる福音書５章14節）」の聖書の御言葉を胸に刻みます。
　また、最高学年の高校３年の誕生日を迎えると、生徒たちは成人
となっていきます。様々な権利や自由とともに責任も大きくなって
いきます。成人になっていく中で、これから困難や辛いこと、悲し
いことにぶつかった時にも決して絶望することなく、神様から愛さ
れていることを思い出してそれらを乗り越えることができることを
信じてほしいと思います。そして、神様が私たちを愛してくださっ
たように、私たちも隣人を愛していくことができるように、そのよ
うな一人の人間に育つ教育を目指します。「わたしは植え、アポロ
は水を注いだ。しかし成長させてくださったのは神です。（コリン
トの信徒への手紙一　３章６節）」この御言葉を胸に刻んで歩んで
まいります。

就任ご挨拶� 賢明学院中学高等学校校長　石　森　圭　一

　令和４年１月９日、賢明学院リヴィエホールにて49期生「新
成人お祝いの集い」を小学校同窓会、リヴィエ会合同で開催さ
れました。
　約100名の新成人がスーツや晴れ着に身を包み、母校に足を
運んでくれました。
　神父様による御ミサ、聖書朗読や共同祈願など賢明学院で過
ごした日々を思い出されたことでしょう。
　昨年度は新型コロナウイルスの感染予防対策として、同窓会
や二次会などの催しは残念ながら行えませんでしたが、クラス
毎の記念撮影などで大変盛り上がっていました。
　来年は50期生の皆さまです。成人年齢が引き下げられますが、
二十歳のお祝いを予定しております。良き思い出となるようリ
ヴィエ会一同お待ちしております。

2021年度　新成人お祝いの集い2021年度　新成人お祝いの集い
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岡　田　康　治
　私が奉職したのは共学化を控え
最後の女子だけの賢明学院でした。
当時は土のグランドで体育大会の
前日に雨が降り、翌日グランドに
は水たまりが………。生徒・教員

全員で雑巾を使って水たまりを除去し、無事に体育大会
を終えたのが印象に残っています。

中　野　美佐子
　現在は非常勤講師として勤務してい
ます。担任として女子校時代のみなさん
と過ごした日々が懐かしいです。
　卒業後、様々なところでご活躍のこと
と思います。たまには学校にも足をお運
びくださいね。

市　塲　貴　志
　 授 業 や い ろ い ろ な 活 動 で い っ
しょに笑ったのが懐かしく、今も思
い出すと笑ってしまう思い出がたく
さんあります。秋麗祭などでコロナ
禍でも前向きに頑張る在校生の姿を
是非見に来てください。
　皆様の元気なお顔を見るのを本当に楽しみにしていま
す。See you!

大　前　智　宏
　学院に奉職したのが25年前
で、この５月で50歳になり、
人生の半分をこの学院で過ご
しています。現在は生徒指導
部長として、相変わらず仏頂
面をしています。機会があり

ましたら、是非母校をお訪ねください。過去と未来の学
院をご覧いただけると思います。

御　厨　優　治
　３月に51期生を卒業させ
ました。女子校と共学の担任
ではまた違った苦労がありま
した。ですが、変わらないの
は生徒たちが一生懸命に取り
組む姿であり、これこそが賢明の伝統ではないかと感じ
ています。今年度から進路指導部長をさせていただいて
います。

豊　島　美　苗
　現在私は、退職をしたのですが週に3日程度、入試広
報のお仕事で賢明に出勤しています。賢明への受験を考
えてくれる生徒たちは、真面目で素直な人が多いです。
これもこれまで卒業生が築いてくれた校風があるからだ
と日々感じています。

寺　本　佳代子
　早いもので私が就職して37年になります。年齢不詳で
通しておりましたが、そろそろばれますね。自分では全
然年を取っていないつもりでいました。生徒はいつも10
代ですから…卒業生に会って年齢を尋ねると40代・50
代がいるのでびっくりです。いつの時代の卒業生もいつ

までも精神を若く保ち、学
校に帰ってきてください。

藤本優子（旧姓：河野）
　男女共学化後、多くの卒
業生の方々がお子さまを本
校に入学させていただける
ようになりました。保護者
さまとなられた懐かしいお
顔を拝見するたびに、大変
うれしく思っております。
母校にて再会できる日を楽しみにしております。

浦　辻　昌　治
　私が奉職して早いもので20
年近くが経つことになります。
その当時の校長先生はシスター
秋田で厳しくご指導を頂きまし
た。2014年度からは小学校に
異動となり、そのまま現在に

至っております。今では、小学生の担任として児童たち
と日々楽しく過ごしています。
　上写真は、2022年3月19日に撮影したもの。右：大
柳亮太先生（小学校所属、賢明学院高校卒42期生）、中央：
辻野公司先生（2021年度定年退職）、左：浦辻昌治（小
学校所属）

シスター秋田みゑ子
　♬みなの手で捧げましょう マリ
アさまに…。昨年より、私は賢明学
院幼稚園児に週2回お話をしていま
す。「私たちの仕事は心の仕事です。」
創立者の列聖の年、子どもたちが崇
高なものに向かって成長する恵みを祈っています。

矢　澤　利枝子
　私は通信制課程が設けられた
2016年から通信制課程に異動
しました。開校当初は５名だっ
た生徒も150名ほどになりまし
たが、それでも小さな集団で、
何だか女子校時代に戻ったような気分になることがあり
ます。
　共学になったり通信制ができたり、形は変わっても賢
明学院の精神は変わりません。お近くにお越しの際は、
本館５階の通信の職員室にもお顔を見せに来てくださる
と嬉しいです。

懐かしのパン屋さん
　在学中、必ず一度は購入
したことがあるかと思う、

『ブール』さんのパンは、
今でも昼休みと放課後に新
館で販売してくれています。
　店長もお元気です。堺市
堺区旭ケ丘南町２丁１−13
で店を構えています。
　懐かしく思う皆さま、訪
れてみてください。
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向かって左側から
藤本先生
寺本先生
豊島先生
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令和４年度令和４年度

「20歳（はたち） の集いの「20歳（はたち） の集いの
お知らせお知らせ

役　職 氏　　名 期
会　長 比　嘉　泰　江 20

副会長
坂　口　淳　子 26
牧　　　斐　人 47

会　計
長　瀬　美　姫 36
辻　本　福　子 32

書　記

桒　原　法　子 24
語　田　麻理子 24
中　井　悠貴弥 50
浅　尾　彩　羽 50
安　上　真　由 51
谷　上　　　京 51

役員名簿　2022

令和３年度令和３年度

合同同窓会について合同同窓会について

令和４年度令和４年度
総会・合同同窓会について総会・合同同窓会について

リヴィエ会役員会からの提案リヴィエ会役員会からの提案

　令和4年2月28日、51期生リヴィエ会入会式が執り
行われました。
　今年は全日制課程、通信制課程合わせて218名の入
会となりました。今年は校章の入ったＵＳＢを記念品
として贈呈しました。51期生の皆様からお預かりし
ました終身会費はリヴィエ会活動のために大切に使用
させていただきます。今後の51期生の活躍を期待し
ています。

　中学高等学校の懐かしい秋麗祭にリヴィエ会も参加
しようと企画しております。
　リヴィエ会ではガレットの販売や思い出の写真館・
卒業アルバムの閲覧などを検討しています。また、当
日にリヴィエ会総会を開催する予定です。
　皆様にお会いできることを楽しみにしておりますの
でご友人をお誘いあわせの上、是非お越しください。

　現在、リヴィエ会行事や事務作業のために年間10
回程度役員会を開催しています。役員会開催にあたり、
遠方からの出席や仕事を休んでの出席等、様々な負担
をお願いしている状況でもあります。今後、リヴィエ
会役員に就任していただく方がより負担感少なく役員
活動をしていただくために役員会開催の効率化を図
り、オンラインでの会議の実施、交通費や役員活動費
などの支給も必要と考えています。

議案（2021年度中に役員会で話し合った内容です）
１．オンラインでの役員会開催について
　　→ZoomやLINE、メールも活用していく
　　　�リヴィエ会行事や郵便物準備・発送作業以外、

役員集まっての会議を極力減らす
２．交通費支給について
　　→役員会出席時は交通費支給の方向で考える
３．役員活動費について
　　→今後の役員就任の負担感軽減になればと考える

　以上の議案について、本来ならば会員の皆様に出席
していただく総会にて話し合い、議決を取るべきとこ
ろですが、この書面にて皆様にお知らせし、ご意見を
リヴィエ会Gmailのアドレスにいただき、７月に行う
予定の幹事会にて話し合えればと考えます。よろしく
お願いいたします。

と　き：令和5年1月8日（日）
ところ：賢明学院リヴィエホール

　新成人となられる50期生の皆様には、後日
ご招待のお便りを送付させていただきます。
　リヴィエ会会員の皆様もご列席いただけます。

　前年度からの新しい試みとして秋麗祭に参加
し同窓会の開催を予定しておりました。しかし
残念ながら、令和3年度も新型コロナウイルス
の感染拡大防止の観点からリヴィエ会の参加並
びに総会・合同同窓会の開催を見送ることにな
りました。
　今年度も秋麗祭への参加を候補に入れなが
ら、安心してご参加いただけるよう企画してま
いります。

51期卒業生51期卒業生
リヴィエ会入会式のリヴィエ会入会式のお知らせお知らせ




